

































写（生涯六度目にあたる）を終えた定信は、 「又何をかゝんと、この比よりかうがへぬるも、げに写病とかいふやまひ也けり」と自嘲気味につぶやいている 『花月日記』 ） 。
































































 屋代弘賢編『参考伊勢物語』 （ 「御書
写物の大概」所掲・天理大学附属天理図書館蔵）
 


















































































































































































































































致仕の後始めてかく称せられたるが如くなれど、これたゞその別号の由来を述べられたるものにして、事実は必ずしも然らず。公は四十五歳の頃、早く既に楽翁の号を用ひられたりし り。即ち「心双紙」の序に、自ら「享和二年三月楽翁 るす」と認めら たる とによりて明らかなり。されど専らこ るは致仕以後の事なりとす。 （四〇八頁）
 
とある通り、 「楽翁」号は文化九年四月の致仕以前から用いられている。同書ではその根拠として享和二年（一八〇二）の『心の双紙』序末署名を挙げているが、この他にも管見によれば国立国会図書館蔵『かつみ考』（八二七




























に納まりて有しを伝へて、かの卿のむすめ民部卿局の写 しか森山孝盛ひめをけるにて」云々、また塗籠本を底本とする『群書類従』の伊勢物語奥書 「右朱雀院塗籠御本伊勢物語一巻以森山孝盛所蔵民部卿局真跡本」とあり、この頃、伝民部卿局筆本を所持していたのは幕臣 森山孝盛（一七三八～一八一五）であった
（
12）。森山孝盛は定信とも職務上も、



























































































































































































































































と号した。 「紫野沙門」とある は、大徳寺（京都市北区紫野）に所属する僧であるこ を示してい と考えられる」 八三二頁）とある。 聴雨
 59 




















1 ) 松平定光校訂『宇下人言・修行録』 （岩波書店、一九四二）一九五頁。
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5 ) 渋沢栄一『楽翁公伝』 （岩波書店、一九三七）三八 頁以下。なお、書写年時不明のもの十九点を含む。
 
(












9 ) 木村三四五編『花月日記文化九年・十年』 （私家版、一九八六）三頁。
 
(










〔近世中期〕藤直寿写、不忍文庫・阿波国 庫旧蔵）に無年記の山岡浚明本奥書あり。 ただし伝民部卿局筆 を忠実に写した ではなく、 の書写はかなり草卒なものであったと推察される。
 
(










び福井貞助 「朱雀院塗籠本伊勢物語の流布」 （ 『伊勢物語と古典文学』風間書房刊、二〇〇〇、所収）参照。以下、書誌を略記する。袋綴装。一冊。渋引き横刷毛目模様表紙。縦二六・八×一九・八糎。大本。楮紙。 〔近世後期〕写。筆写者未詳 表紙に右肩に「い」 「弐」の方印を捺す 外題「伊勢物語
 
全」 （左肩打付） 。内題なし。毎半














16 ) 高橋章則 「近世後期の歴史学と林述斎」 （ 『東北大学日本思想史研究』第二十号、一九八八） 。
 
(





18 ) 先掲福井貞助「朱雀院塗籠本伊勢物語の流布」は、保己一序で『佚存叢書』の編者林述斎（ふむやのかみ衡の朝臣）が刊行を慫慂したことに触れている点に注目しつつ、 「このような文献学的志向が国典の保存校勘をもうながしたのである」とする。本稿は、福井によるこの指摘を敷衍し、 それを定信をも含めたより広い近世後期の学芸史の文脈から捉え直そうとしたものである。
 
(
19 ) 朝倉治彦監修・高倉一紀解説『松平定信蔵書目録』 （ゆまに書房、二〇〇五）所収の影印参照。
(
20 ) 岡嶌偉久子「松平定信自筆『今波恋』 （一） ・ （二 ――源氏物語の書写日記――」 （ 『ビブリア』第一〇七・一〇八号、一九九七）
 
(
21 ) 大本二冊。 〔近世後期〕写。筆写者未詳 奥 「文化 年 詠なり反古堆よりとり出て書之／文政九年八月いさよひ
 
楽翁」 。秋山文
庫九七九。 同 は昭和三十四年の伊勢湾台風による損傷を受けており、享和三年六月 十九日以降の丁を欠く。また現状は二冊であが被災以前の冊数なども不明である。 『花月日記』文政九年八月十六日条には「けふより文化 の記をかき畢りぬ」とある。
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29 ) 前掲拙稿「橋本経亮の蒐集活動」 （ 『上田秋成の時代―上方和学研究―』所収） 。
 
